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[主張]　交通の禮儀　　－たつた一歩だけ譲り合ふことだ―　

　船 (ふね)、車 (くるま)を問 (と)はず、凡 (あら)ゆる交通機關 (こうつうきくわん)は滿 (まん)員 (ゐん)状態 (ぜうたい)なのが今日 (こんにち)の有様 (ありさま)であるが、これは國 (こく)民 (みん)の經濟 (けいざい)的 (てき)活動 (くわつどう)が盛 (さか)んになつた徴 (しるし)で、誠 (まこと)に慶賀 (けいが)すべきことである。かゝる状態 (ぜうたい)は何時 (いつ)までも續 (つづ)いて欲 (ほ)しいことで、興亞 (こうあ)の大業 (たいぎょう)が進 (すす)めば進 (すす)む程 (ほど)益 (ます)々交通量 (こうつうれう)は殖 (ふ)える一方 (ほう)であらう。
ところが此處 (ここ)で問題 (もんだい)になるのが交通 (こうつう)道徳 (どうとく)即 (すなは)ち交通機關 (こうつうきくわん)に於 (お)ける公衆 (こうしう)の禮 (れい)儀 (ぎ)である。今日 (こんにち)の様 (よう)な低級 (ていきう)な道徳 (どうとく)程度 (ていど)では船 (せん)車 (しや)内 (ない)は文 (も)字 (じ)通 (とほ)り地 (ぢ)獄 (ごく)である。押 (お)し合 (あ)いへし合 (あ)うのはまだしもとして押 (お)し除 (の)け、突 (つ)き倒 (たお)し、啀 (いが)み合 (あ)ひ罵 (ののし)り合 (あ)ふ醜態 (しうたい)、悪態 (あくたい)をさへ往 (おう)々見 (み)せ付 (つ)けられるに於 (お)いては、單 (たん)なる不愉快 (ふゆかい)を越 (こ)して自分 (じぶん)の姿 (すがた)が情 (なさけ)なくならざるを得 (え)ない。而 (しか)もそれが無 (む)知 (ち)蒙 (もう)昧 (まい)な民衆 (みんしう)よりは紳士風 (しんしふう)の人 (ひと)々によつて演 (えん)ぜられてゐるのである。下層 (かそう)階級 (かいきう)の人 (ひと)々には遠慮 (えんりよ)があるが、洋服層 (ようふくそう)の連中 (れんちう)には傲慢 (ごうまん)と横着 (わうちやく)があるための様 (よう)である。これでは東洋 (とうよう)の指導者 (しどうしや)たる大國 (だいこく)民 (みん)の面目 (めんもく)は丸潰 (まるつぶ)れである。
　元來 (がんらい)道徳 (どうとく)とか禮 (れい)儀 (ぎ)とか云 (い)ふものは人生 (じんせい)を住 (す)みよくせんがために、聖人 (せいじん)や社会 (しやくわい)の賢 (かしこ)き層 (そう)によつて發 (はつ)達 (たつ)させられたものであるが、その本源 (ほんげん)は人性 (じんせい)の『好 (よ)き半 (はん)面 (めん)』から發 (はつ)してゐるのであつて、人間 (にんげん)に生 (う)まれたものは一寸 (ちょつと)反省 (はんせい)さへすれば、自 (おのづか)らその言動 (げんどう)が禮 (れい)儀 (ぎ)に合 (あ)ふ如 (ごと)く出 (で)來 (き)てゐるものである。人間 (にんげん)同志 (どうし)がお互 (たがひ)に他人 (たにん)の心持 (こころもち)に同情 (どうぜう)しほんの一歩 (ぽ)讓 (ゆづ)り合 (あ)ふことによつて人生 (じんせい)の旅路 (たびじ)は誠 (まこと)に気持 (きもち)よくなされるし、これに反 (はん)して、ほんの一歩 (ぽ)出 (で)しやばることによつて人 (じん)生 (せい)はお互 (たがひ)に堪 (た)え難 (がた)い地 (ぢ)獄 (ごく)の相 (そう)を現出 (げんしゆつ)するのである。實 (じつ)に、『何卒 (どーぞ)お先 (さき)に』の一念 (ねん)こそは、地獄 (ぢごく)と極楽 (ごくらく)の境目 (さかいめ)なのだ。これに『ありがたう』と『濟 (す)みませぬ』の二ツを加 (くは)へれば、如何 (いか)なる時 (とき)、如何 (いか)なる塲所 (ばじよ)に於 (お)いても道 (どう)徳 (とく)禮 (れい)儀 (ぎ)の能 (のう)事 (じ)は畢 (おは)るのである。
　お互 (たがひ)にこの心持 (こころも)ちに生 (い)きることは單 (たん)に交 (こう)通道 (つうどう)徳 (とく)とか公衆禮 (こうしうれい)儀 (ぎ)のためばかりではない。實 (じつ)に人間 (にんげん)修養 (しゆうやう)の根幹 (こんかん)をなすもので、この精神 (せいしん)を磨 (みが)き、この精神 (せいしん)に通 (つう)ずれば、則 (すなは)ち人 (にん)間 (げん)は立 (りつ)派 (ぱ)な國 (こく)民 (みん)の一員 (ゐん)となり、人類 (じんるい)の一員 (ゐん)にもなるのであつて、個人 (こじん)の完成 (くわんせい)こゝにありと云 (い)ふべきである。
[bookmark: _GoBack]　公衆 (こうしう)道徳 (どうとく)や交通 (こうつう)の禮 (れい)儀 (ぎ)こそは實 (じつ)に國 (こく)民 (みん)の浄 (きよ)く麗 (うる)はしく磨 (みが)かれた心 (こころ)の端的 (たんてき)表現 (へうげん)であつて、御國 (みこく)に光 (ひかり)を添 (そ)へる最大 (さいだい)なるものである。かゝる礼儀 (れいぎ)を辨 (わきま)へない愛 (あい)國 (こく)心 (しん)はあり得 (え)ないことだ。
